
業種

アジア アフリカ 中東 欧州

ロシア オセアニア 北米 中南米
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IoT、インフラ監視、地すべり、土砂崩壊、遠隔監視

　インフラ監視クラウドシステム(OKIPPA)は、センサBOXを設置するだけで傾斜及び伸縮監視できるシステ
ムです。
　従来技術では基地局や配線等の設備設置が必要な特定小電力無線によりデータ転送していたが、本技
術では自営の基地局や配線の設置が不要な省電力の広域無線通信(LPWA)を採用しているため、安価で
手軽に長期利用が可能であることから、施工中のみでなく供用中の維持管理においても点検業務の省力
化及び効率化が期待できます。
　また、センサBOX内の通信部品のみを変更するだけで他国でも利用できるシステムです。

展開を検討する

展開の予定なし

選択してください 選択してください

要望があれば検討

選択してください

選択してください選択してください

該当する

該当する

該当する

選択してくださ
い

該当する

0

セキュリティ・見守り

その他(自由記述)

該当する

該当する

該当する

該当する

選択してくださ
い

該当する

選択してくださ
い

空港

鉄道

その他（自由記
述）

防災

健康・医療

該当する

選択してくださ
い

エネルギー

観光・地域活性化

環境

都市計画・整備

該当する

該当する

該当する

該当する

該当する
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Webサイト

インフラ監視クラウドシステムOKIPPA（傾斜・伸縮）

「質の高いインフラ」および「スマートシティ」

建設業西松建設株式会社

https://www.nishimatsu.co.jp/

道路・橋梁

上下水道

住宅

港湾

発電・エネルギー

情報通信技術

交通・モビリティ

インフラ維持管理

農林水産業

物流

企業情報

技術・
ソリューショ

ン

企業・組織名

対象都市課題

代表的技術名

対象分野

本技術が貢献する領域

技術の内容（概要）

技術分類（キーワード）

技術紹介図

技術の海外展開について
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宮崎県内

日本
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備考
（受賞歴など

0

https://www.nishimatsu.co.jp/solution/okippa104/

活用事例

プロジェクト概要

プロジェクト紹介図

プロジェクト紹介Webサイト

対象国

　残土搬出工事の施工エリア内において、斜面部は降雨中及び降雨後に地すべりが想定されるため、点
検重点箇所（供用中の市道や工事用道路の路肩等）にセンサボックスを設置し、常時監視を実施した
（図）。
　本システムの導入により、現場の状況を常時監視することか可能となったため、降雨の度に発生していた
現場巡視の頻度を削減でき、点検業務を省力化することができた。
　
場所：地すべり想定地域における切土施工箇所
期間：2018年5月中旬　～　2021年3月末
数量：傾斜計　27か所、伸縮計　４台

残土搬出工事の施工エリア内における、供用中の市道及び工事用道路の路肩の安全監視プロジェクト名

都市名


